
もっと詳しく知りたい方へ 

脳 卒 中 の 治 療 に 新 し い 光 を

rTMSと集中的
リハビリテーションの併用療法

当講座では、【rTMS（反復性経頭蓋磁気刺激）】という特別な治療法を、リハビリテーション治療と組み合わせ
て脳卒中後の後遺症に悩む患者さんに提供しています。

このrTMS治療は、頭の表面から磁気で脳の一部を刺激する方法です。脳卒中によって乱れてしまった脳の働きを整
え、そこに集中的なリハビリテーションを加えることで、麻痺した手足や、言葉、飲み込みの機能の回復を促すこ
とがわかっています。

圧倒的な治療実績

慈恵医大附属病院をはじめとする関連施設では、これまでに5,000人以上の患者さんが、2週間程度の入院で
この治療を受け、リハビリテーション治療に励んでこられました。その効果は、日本国内だけでなく海外でも多く
の論文や学会で発表され、高い評価を得ています。

独自の治療プログラム「NEURO®」

特に、脳卒中後の上肢（腕や手）の麻痺や失語症（言葉が出にくくなる症状）には、「NEURO®」という
独自の治療プログラムを実施しています。rTMSと集中的なリハビリテーションを組み合わせることで、こ
れまでの治療では難しかった画期的な成果が出ています。

「何年も動かなかった指が少しずつ動くようになった」

「言葉が以前よりスムーズに出るようになった」

当講座のウェブサイト「NEURO~磁気刺激治療の受け方」をご覧ください

https://jikei-reha.com/Images/uploads/2026/06/NEURO_2026.6.pdf
https://jikei-reha.com/Images/uploads/2026/06/NEURO_2026.6.pdf
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